
東西条スマイルプラン～心に響く体験を生かした道徳の時間の年間指導計画（第１学年） 

 

 

 

 

 

 

 重点内容項目の指導構想 

道徳の時間 学

期 
教科･特別活動など 

生活科 
ロング 

ユニット 

ショート 

ユニット 

常時活動 

一

学

期 

音楽 

「てとてであいさ

つ」 

図工 

「えがおいっぱい」 

 

 

 

 

 

 

2-(3) 

2-(1) 

2-(4) 

 

 

 

1-(1) 

1-(1) 

 

 

二 

学

期 

特別活動 

「創立記念発表会」 

 

 

 

国語 

「学校のことを教

えてあげよう」 

図工 

「こいしやはっぱ

のへんしん」 

 
 

 

4-(2) 

2-(2) 

2-(1) 

 

 

 

4-(4) 

2-(3) 

 

 

 

 

 

2-(3) 

2-(2) 

1-(3) 

 

三

学

期 

 

 

 

図工 

「ようこそ１年生」 

 

 
 

 

 

 

4-(2) 

1-(2) 

4-(3) 

2-(4) 

 

 

 

 

 

 

4-(1) 

4-(1) 

 

 

栽
培
活
動
（
一
人
一
人
が
咲
か
せ
よ
う・

み
ん
な
で
育
て
よ
う
） 

学校教育目標 

◎豊かな心をもち，たくましく生きぬく子どもを育成する 

めざす１年生の子どもの姿 

○ 学校生活に慣れ，約束やきまりを守って

集団生活を送る 
○ 友だちとなかよく助け合う 
○ よいと思ったことを進んで行う 

道徳教育重点目標 

◎ 進んで学ぶ子 
◎ 命を大切にする子 
◎ 手をつなぐ子 

道徳の時間の重点内容項目 

〈1-(1)節度ある生活〉・〈2-(1)礼

儀〉・〈2-(2)思いやり・親切〉・

〈2-(3)友情・協力〉・〈4-(1)公徳

心・規則尊重〉 

ふ
れ
あ
い
そ
う
じ
・
ふ
れ
あ
い
サ
ー
キ
ッ
ト 

がっこうとなかよし 
○ 友だちとあくしゅ 

○ ２年生と学校探検 

○ 自分たちで学校探検 

○ 先生とあくしゅ大作戦 

ひがしさいじょうと なかよし 

○ 通学路をたんけんしよう 

 

○ 東西条のおじいさん，おばあ

さんとなかよし 

○ 「おじいさん，おばあさんと

なかよしになる会」を開こう 

 

○ 東西条のあきとなかよし 

○ 「あきとなかよしパーティ

ー」を開こう 

 

もうすぐ２ねんせい 

○ 家の仕事にチャレンジしよ

う 

○ １年間を振り返ろう 

○ 次の１年生となかよしにな

ろう 

○ １年生を迎える準備をしよ

う 
（太字が重点項目） 

きもちのい

い いちに

ち 

みんな 

なかよ

し 

みんな

のため

に 
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 指導者  東広島市立東西条小学校 黒川 以壽美 
１ 主題設定の理由 
◎ねらいとする価値 
気持ちのよい対応は，人間関係を築く上で最も大切な行為の一つである。なかでも，はきはきとした気持ちの
よいあいさつは，人と人との心をつなぎ，お互いを和ませてくれる。人と人とのふれ合いが希薄になっていると
言われる現代社会だからこそ，低学年のうちからいつでも誰に対しても，心のこもった気持ちのよいあいさつが
できるようにしていきたいものである。 
そのためには，あいさつが相手の心の中を明るくしてくれるとともに，自分の心の中も明るくしてくれるもの
だということに，具体的な場面を通して気付くことが大切である。また，あいさつによって互いが笑顔になれる
だけでなく，あいさつをきっかけにして「なかよし」の輪が広がっていくということが実感できたとき，あいさ
つの苦手な児童も，「元気よくあいさつをしてみよう」「もっともっとたくさんの人にあいさつをしてみよう」と，
自ら価値を発展させることができる。   
◎心に響く資料 
本資料は，主人公である１年生のぼくが，３年生の
かっちゃんを見習って，あいさつをすることのさわや
かさを実感するという話である。  
大きな声であいさつするかっちゃんにあこがれの気
持ちを抱きつつ，なかなか実行できないぼくの姿を，
児童は共感をもって受け止めることができると考える。
また，小さな声のあいさつだったけれど，おばあさん
に分かってもらえた場面では，自分たちの体験的な学
習を想起しつつ，あいさつによって心が通じ合えた喜
びを感じとることができる。あいさつの大切さに気付
き，あいさつを広げることにより，よりよい人間関係
を築いていこうとする実践的な態度を育てていくのに
適した資料であると考える。 

◎価値の自覚を深める工夫 
展開後段において，「おじいさん・おばあさんとなか
よしになる会」のときのＶＴＲを視聴し，あいさつの言
葉を交わしながら，互いに笑顔いっぱいになれた様子を
振り返っていきたい。そのことによって資料を通じて深
められた価値を自分のこととして捉えられると考える。 
さらに終末においては，「おじいさん・おばあさんと
なかよしになる会」で交流を持った地域のお年寄りにふ
るさとティーチャーとして話をしていただくことにより，
「これからも出会ったときには，気持ちのよいあいさつ
をしたいな」「もっとあいさつをして，なかよしを広げ
ていきたいな」等，実践化へとつなげていけるようにし
たい。 

 
◎児童の実態 
本学級の児童は，１学期には生活科の学習を中心として「学校となかよし」という体験的な学習を行い，クラ
スの友だちや２年生，さらに校内のたくさんの先生方と，その対象を広げながら，あいさつを交わしたり，自己
紹介をしたり，握手をしたりといった活動を重ねてきた。これらの活動の中では，自分から積極的にあいさつの
言葉を交わしながら，「なかよし」を広げようとしている姿も見られるようになってきていた。しかし，それは
意図的に取り組んだ体験的な学習での姿であり，日常生活の中においては，依然として自分から積極的にあいさ
つの言葉をかけていくことが苦手である児童が多く見られ，あいさつの大切さを実感して実践しているとは言い
難い実態にある。 
今回の学習「おじいさん・おばあさんとなかよし」においては，地域のお年寄りに目を向け，その豊かな体験
や知恵を学びながら，交流を深めてきた。核家族の中で育った児童がクラスの81％もおり，地域の高齢者とふれ
合う経験にも乏しい傾向にあったが，今回の交流を通して，温かく自分たちに接してくれたおじいさん・おばあ
さんとこれからももっと「なかよし」でいたいという思いをほとんどの児童が抱いている。そこで，本時の道徳
の学習において，気持ちのよいあいさつが，自分と周囲とのよりよい人間関係を築いていくことの大切さに気付
き，あいさつを通してさらに「なかよし」を広げていこうとすることができると考える。 

第１学年１組 道徳学習指導案 

 
「となりのかっちゃん」【ロングユニット】 ２―(１) 礼儀 

出典『小一教育技術‘03 12月号』小学館（一部改作）  
本時のねらい  
気持ちのよいあいさつは，心の中をさわやかにすることに気付き，人と明るく接しようとする態度を育
てる。    

ＶＴＲを活用する授業 
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２ 全体計画（全18時間 生活科15時間 道徳３時間） 

時
期 

児童の意識の流れ 
道徳 

●「心のノート」の活用 ※ふるさとティーチャー 

各教科・特別活動 
総合的な学習の時間 

九
月
〜
十
月 

◎ 自分たちのおじいさん・

おばあさんは，いつも優

しく見守ってくれている

よ。 

○ 東西条にもすてきなおじ

いさん・おばあさんが

いるね。 

○ どんなおじいさん・おば

あさんがいるのか，さ

がしてみよう。 

◎ 東西条のおじいさん・お

ばあさんともなかよしに

なりたいね。 

○ 「なかよしになる会」を

開いて招待しよう。 

◎ どうしたら，おじいさん

おばあさんたちは喜んで

くださるかな。 

◎ おじいさん・おばあさん

の気持ちになって考えて

みよう。 

○ 係を決めて，楽しい会に

なるように準備しよう。 

○ 優しく○○を教えてもら

ってできるようになった

よ。ありがとう。 

○ おじいさん・おばあさん

の手は温かかったね。 

○ 教えてもらったことを友

だちに知らせたいな。 

○ お家の人にも教えてあげ

たいな。 

◎ また会えるといいな。 

◎ これからもなかよしでい

たいな。 

◎ 今度会ったら，笑顔であ

いさつをしたいな。 

 

 
Ⅰ「ぼくにもたせて」（光文書院） 

４－（２）家族愛 

○ 祖父母を敬愛し，感謝の心を持って自分に

できることを進んでしようとする心情を育

てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ「おとしよりといっしょに」（光文書院） 

２－（２）思いやり・親切 

○ お年寄りに温かい心で接し，自分にできる

ことをしようとする心情を育てる。 

●授業の導入で「心のノート」Ｐ34～37を読

み，お年寄りにどんなことができるかを記

入し話し合うことで，資料への導入を図る。 

 

 

 

 
 
Ⅲ「となりのかっちゃん」（小一教育技術） 

２－（１）礼儀【本時】 

○ 気持ちのよいあいさつは，心の中をさわ

やかにすることに気づき，人と明るく接

しようとする態度を育てる。 

●「心のノート」Ｐ31～32を授業の終末で読

み，「心のリボン」であるあいさつを結ん

でいくことができるよう，実践への意欲付

けを図る。 

※終末で，ふるさとティーチャーにあいさつ

に対する思いを語っていただく。 

 

生活科「おじいさん・お

ばあさんとなかよし」 

○ 自分のおじいさん・おば

あさんの素敵なところを

紹介し合う。 

 

○ 地域に住んでいるすて

きなおじいさん・おばあ

さんをさがす。 

○ 「おじいさん・おばあさ

んとなかよしになる会」

の計画を立てる。 

 

 

○ 「おじいさん・おばあさ

んとなかよしになる会」

の準備をする。 

 

○ 「おじいさん･おばあさん

となかよしになる会」を

開く。 

 

 

 

 

○ なかよしになったおじい

さん・おばあさんのこと

を紹介し合う。 

 

 

○ おじいさん・おばあさん

のことをマップにまとめ

る。 

○ お礼の手紙やプレゼント

を作る。 
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３ 本時の指導過程 

 学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 指導上の留意点 

導
入 

１ あいさつの言葉について話し合う。 
★ふだんしているあいさつには，どんなあいさつがあるでしょう。 
・「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」・・。 
・いろいろなあいさつの言葉がある。 

○あいさつの歌を歌い，授業の雰囲
気作りをする。 
○日常生活の中でのたくさんのあい
さつを思い起こすことで，本時で
ねらう価値への方向付けをする。 

展
開
前
段 

２ 資料「となりのかっちゃん」を聞いて，話し合う。 
○大きな声であいさつができ，先生にもほめられているかっちゃんを見
て，ぼくはどう思っているでしょう。 
・かっちゃんはすごいなあ。 

・ぼくもかっちゃんみたいに，大きな声であいさつができたらいいな。 
・でもちょっと難しいなあ。 
○だまったまま何もいえないぼくは，にっこりしているかっちゃんを見 

て，どんなことを考えているでしょう。 
・どうしよう。言ってみようかな。 
・あいさつをして，ぼくもかっちゃんみたいににっこりしたいな。 

・よし，言ってみよう。 
 
 

◎おばあちゃんにあいさつがわかってもらえたぼくは，どんな気持ちだ
ったでしょう。 

・ぼくもおばあちゃんにちゃんとあいさつができたよ。 

・おばあちゃんにわかってもらえてうれしいな。 
・つぎは，もっと大きな声で言えそうだな。 

 

○登場人物のペープサートを掲示し，
かっちゃんのようになりたいとい
う思いや，なかなか実行できない
ぼくの思いに共感できるようにし
ていく。 
○ かっちゃんとおばあちゃんが，あ
いさつによって互いに気持ちが通
じ合っている様子に目を向けてい
くことにより，あいさつをしよう
とするきっかけをつかんだぼくの
気持ちに迫っていきたい。 

 
○相手方のおばあちゃんの気持ちを
考えていく補助発問を行い，あい
さつが相手の気持ちも和ませてい
ることに気付くようにする。そし
て，あいさつがわかってもらえた主
人公の嬉しい気持ちに共感できるよ

うにする。 

展
開
後
段 

３ 生活科での体験をふり返る。 
★「おじいさん・おばあさんとなかよしになる会」のときの様子を，
ＶＴＲで見てみましょう。 
・「おじいさん・おばあさんとなかよしになる会」でも，笑顔であいさつ
ができたね。 

・おじいさんたちも笑顔であいさつしてくれて，とても嬉しい気持ちに
なれたね。 
 

○プロジェクターを使い，スクリーン
にＶＴＲを映すことにより，一人一

人の表情にも目を向けていくことが
できるようにする。 

○ＶＴＲの中のあいさつの言葉に目を

向け，あいさつを交わしながら，お
じいさん・おばあさんとなかよしに
なれたことに気付くようにする。 

終
末 
４ ふるさとティーチャーの方の話を聞く。 
★☆ふるさとティーチャーの方のお話を聞いてみましょう。 
・おじいさん・おばあさんたちも，わたしたちのあいさつで嬉しい気
持ちになってくれていたんだね。 
・これから町で会っても，気持ちのいいあいさつをしていきたいね。 
・もっともっといろいろな人とあいさつをして，なかよしになりたい
な。 

○ おじいさん・おばあさんたちも１年
生からのあいさつで笑顔いっぱいに

なれたことを知り，実践への意欲付
けを図る。 

○「心のノート」Ｐ30～31の「あいさ

つは心のリボン」の一節に触れ，今
後の日常的な実践へと向かっていけ
るようにする。 

○基本発問 ◎中心発問 ★今までの自分を見つめる発問 ☆これからの自分を見つめる発問 

 
４ 教師の評価の観点 
○あいさつの大切さに気付き，あいさつを通して人と明るく接していこうとする思いが培われていたか。 
○これまでの体験的な学習を生かす工夫（ＶＴＲ等）は有効であったか。 
５ 児童の自己評価の観点 
①ぼくの気持ちになって考えることができたか。 
②進んで発表しようとしたか。 
③友だちの考えを一生懸命聞くことができたか。 
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６ 

資
料 

 と
な
り
の 

か
っ
ち
ゃ
ん 

 

「
い
っ
て
き
ま
す
！
」 

ぼ
く
が
、
ま
い
あ
さ
学
校
へ
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
と
な
り
の
い
え

か
ら
大
き
な
声
が
き
こ
え
て
き
ま
す
。
と
な
り
に
す
ん
で
い
る
三
年
生
の
か
っ

ち
ゃ
ん
の
声
で
す
。
ぼ
く
は
、
あ
ん
な
に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
、
か
っ
ち
ゃ
ん
の
声
に
つ
ら
れ
て
、
小
さ
い
声
で
す
が
、 

「
い
っ
て
き
ま
す････

。」 

と
言
っ
て
、
学
校
に
出
か
け
ま
す
。 

「
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」 

 

学
校
で
も
、
か
っ
ち
ゃ
ん
の
大
き
な
声
が
ひ
び
き
ま
す
。 

「
か
つ
ひ
こ
く
ん
の
声
で
、
あ
さ
か
ら
学
校
が
、
明
る
く
な
り
ま
す
ね
。」 

と
先
生
に
ほ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

い
え
に
か
え
っ
て
か
ら
、
か
っ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
こ
う
え
ん
で
あ
そ

ん
で
い
る
と
、
ち
か
く
に
す
ん
で
い
る
、
山
口
さ
ん
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

は
た
け
の
し
ご
と
か
ら
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。
気
が
つ
い
た
か
っ
ち
ゃ
ん
は
、

大
き
な
声
で
、 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。」 

あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
、
は
し
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、 

「
か
っ
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
き
ょ
う
も
げ
ん
き
い
っ
ぱ
い
だ
ね
。
か
っ
ち

ゃ
ん
の
声
を
聞
く
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
元
気
が
出
る
よ
。」 

と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

だ
ま
っ
た
ま
ま
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
こ
と

ば
を
か
け
て
も
ら
っ
て
に
っ
こ
り
し
て
い
る
か
っ
ち
ゃ
ん
を
見
て
い
る
と
、
思
い

き
っ
て
言
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。」 

 

い
つ
も
の
小
さ
な
声
で
言
い
ま
し
た
。 

い
つ
も
の
小
さ
い
声
し
か
出
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
か
お
を
し
っ

か
り
と
見
て
、
言
い
ま
し
た
。 

「
あ
ら
、
け
ん
ち
ゃ
ん
。
こ
ん
に
ち
は
。
け
ん
ち
ゃ
ん
も
、
か
っ
ち
ゃ
ん
の
よ

う
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
た
ね
。」 

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
小
さ
い
声
で
し
か
言
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
あ
い
さ
つ
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

つ
ぎ
は
、
も
う
少
し
大
き
な
声
で
言
え
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

  

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
は
た
け
で
と
れ
た
、
お
い
も
を
一
本
ず
つ
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
か
っ
ち
ゃ
ん
と
そ
ろ
っ
て
、 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
！
」 

と
お
も
わ
ず
、
大
き
な
声
を
出
し
て
い
る
自
分
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、 

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。」 

と
言
っ
て
、
に
っ
こ
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

か
っ
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見
て
、
少
し
で
も
気
持
ち
の
よ
い

あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、

改
作
。 

か
っ
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
あ
い
さ
つ
に
よ
っ
て

心
が
通
い
合
っ
て
い
る
様
子
を
強
調
す
る
た
め
、
改
作
。 


